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第 3 章 生産技術と貿易パターン 

 

Web 資料 3-1 機会費用の図示 

 

 本書の第 3 章では，生産要素として労働だけを考えている。財を 1 単位生産するのに必

要となる労働量は労働投入係数と呼ばれる。労働投入係数の逆数は，労働 1 単位当たりの

生産量となり，労働生産性を表す。たとえば，10 単位の労働量を投入することで 5 単位の

生産量が得られるとき，労働投入係数は 2，労働生産性は 1/2となる。 

ここでは，労働投入係数や労働生産性と機会費用の関連を，図によって説明する。 

 

図 3－W1 労働投入係数と労働生産性 

 

 

 図 3－W1は，ある国における第 1財の労働投入係数，労働生産性，生産量，労働量の関

係を図示したものである。この国において第 1 財の生産に携わる労働量を 1L ，第 1 財の生

産量を 1Y ，第 1財を 1単位生産するのに必要となる労働量，すなわち労働投入係数を 1La と

する。定義より， 111 /YLaL  である。 

 図の左の (a) では，長方形の横の長さは生産量 1Y を，縦の長さは労働投入係数 1La を表し

ており，両者の積である長方形の面積は 1Y の生産に必要な労働量 1L になる。上の数値例で

あれば，自国で第 1 財を 1 単位生産するのに必要な労働量，すなわち労働投入係数は 2 で

あるので，第 1財を 5単位得たいときは，労働は 10単位必要である。 
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 図の右の (b) では同様の関係を，長方形の面積を生産量として表現している。長方形の

横の長さは労働量 1L を，縦の長さは労働生産性 1/1 La を表し，両者の積は生産量 1Y になる。

上記の数値例では，労働生産性，すなわち労働 1 単位で生産できる第 1 財の量は 1/2 であ

るので，これに第 1財の生産に従事する労働 10単位を掛ければ，第 1財の生産量 5が求ま

る。 

 

図 3－W2 機会費用 

 

 

 この国には財が 2 つ，第 1 財と第 2 財が存在する。このとき，第 1 財の生産の機会費用

は，第 1 財の生産を 1 単位増やすために第 2 財の生産量を何単位減らしたかによって測ら

れる。図 3－W2は，第 1財の生産を 1単位増やすために第 2財を何単位犠牲にしなければ

ならないかを示している。上の図 (a) では，生産量は長方形の横の長さになる。第 1 財の

生産を表す左側の長方形の横の長さを 1単位分増やすためには， 1La の面積に等しい労働を

第 2財の生産から移す必要がある。第 2財の生産では労働者 1単位当たり 2/1 La だけ生産で

きるので，第 2財の生産に従事する労働者が 1La だけ減ると，第 2財の生産は 21 / LL aa 単位

だけ減少する。図 (b) は，同じことを生産量を面積にした図で示している。第 1 財を 1 単

位生産することで犠牲になる第 2財の生産量 21 / LL aa が，第 1財の生産の機会費用になる。 


